
 

「令和６年度のスタートにあたって」 

                               校長 三浦 伸之 

 

 開校以来５１年目を迎える歴史と伝統ある岸川中学校に、本年度、校長として着任し

ました 三浦 伸之（みうら のぶゆき）と申します。前任の 松田 隆幸 校長 の

後をしっかり引き継ぎ、これまでの成果と課題を踏まえながら、岸川中学校の伝統を大

切にし、本校の教育活動の更なる充実・発展と、生徒一人一人が笑顔で、生き生きと活

動できる安心、安全な学校を目指して、学校経営の一層の推進を図ってまいります。 

本日、新入生１４４名を迎え、２学年１３６名、３学年１３６名が進級し、全校生徒

４１６名で令和６年度の岸川中学校がスタートしました。学校教育目標である、自ら学

ぶ生徒 思いやりのある生徒 たくましい生徒の 奉仕を尊ぶ生徒 の具現化に向けて、

教職員一同が心を一つにして、教育活動を推進してまいります。保護者・地域の皆様方

におかれましては、引き続き、本校の教育活動に対してご理解とご協力、ご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 さて、４月が始まり１週間。異動が決まってからその準備等に追われ、しばらく休み

の取れない日々が続いていましたが、久しぶりに土日に時間ができたので、近所の花見

スポットに妻と出かけました。今年は３月の冷え込みの影響もあって当初の予想より開

花がかなり遅れたため、ちょうど満開の桜にお目にかかることができて、目も心も癒さ

れました。ただ、久しぶりの休みだったので、調子に乗って早朝にジムに行き筋トレ＆

有酸素運動を行い、更に花見で２時間近くアップダウンの続く道を歩いたため、足が筋

肉痛に襲われ今日もまだ痛みが残っていて、始業式、入学式の登壇時の階段は足がちゃ

んと上がるかどうか心配で、いつも以上に足をしっかりあげることを意識していました。

加齢とともに筋肉痛は遅れてやってくるとよく言われますが、それは新陳代謝が加齢と

ともに遅延し、筋肉修復が遅れるための現象ではないかといわれているそうです。そう

考えると、筋肉痛が翌日から筋肉痛が出ている私は、まだまだ若いのでは？と独りよが

りのプラス思考で考えることにしています。どう捉えても、筋肉が痛むことにはなんら

変わりはないので、気休めにもならないのですが・・・。 

 ４月は出会いの季節です。新入生・新しく赴任した教職員等と在校生、保護者・地域 

の皆様と多くの出会いがありますが、この出会いから多くのことを学び、様々なことに

気付き、一人一人との出会いが新たな価値を自分に与えてくれる。そして自分も相手に

価値を与える。一人で過ごしていたり、同じ環境にいたりしては絶対に経験なしえない

ことを得ることができるそんな季節です。これは人にとってとても大きな財産だと考え

ます。これから岸川中学校で出会う全てのことを、財産として大切にしていきたいと思

いまので、今後とも何卒よろしくお願いいたします。 
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